
団体名[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

注意：助成事業活動報告書は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に進めるため公表しますので、個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでください。
　（１）活動報告
	①活動テーマ／名称
	

	②実施期間
	　　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　年　　　月　　　日



	③実施主体
	（主催、共催、後援、連携した機関・団体など）



	④内　　容
	（実施方法、活動地域や会場、対象者など）





	⑤実施効果
	（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等の反響など）

	⑥目的の達成状況
	（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特に工夫した点など）



	⑦今後の課題・展望
	(上記の活動の実施により判明した課題、今後実施したい追加活動など)


（２）助成金使途報告書（収支決算）※添付の領収書には番号を付してください。
【支出】（科目は、申請時の予算書に沿ってご記入ください。）　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　目
	内　　　　　訳
	領収書　番号
	決算額
	申請予算額

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	(a)
	


【収入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	項　　　　目
	内　　　　　容
	決算額
	申請予算額

	助成額（50万円以内）
	公益信託広島市まちづくり活動支援基金
	
	

	ほかの財団などの助成金
	
	
	

	自己資金（会費など）
	
	
	

	その他（入場料、寄付など）
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　　　　　計
	
	(b)
	


　　支出の合計額(a)と収入の合計額(b)は、必ず一致させてください。
【支出科目の例】


以下の科目は、助成の対象としません。※事業の全体像を把握するため、予算に計上することは可とします。
・食糧費（食材、飲み物など）

・団体の活動拠点施設の維持管理費（事務所の賃料、水道光熱費など）

※　提出期限　2024年4月2日(火)【必着】
第２１回 まちづくり活動発展助成部門





・謝礼金（講師料など、外部講師依頼等の支払い）	・消耗品費（文具、紙、印刷など）


・人件費（団体構成員への支払い）		・通信費（切手、電話など）


・旅費（交通費、宿泊費など）			・委託料（看板作成、音響など）


・使用料・賃借料（会議室、機材レンタルなど）	


※外部講師依頼等の支払いは全て「謝礼金」として、団体構成員への支払いは全て「人件費」として計上してください。
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※枚数を厳守　発展1／3

